
文
学
部
所
蔵
文
書
調
査
団
で
は
、
東
京
大
学
文
学
部
所
蔵
の
古
文
書
に
つ
い
て

順
次
調
査
を
行
い
、
二
〇
〇
三
年
三
月
に
「
目
録
（
一
）」
を
、
次
い
で
二
〇
〇

四
年
三
月
に
「
８
長
福
寺
文
書
」
調
査
の
成
果
と
し
て
「
目
録
（
二
）」
を
そ
れ

ぞ
れ
本
紀
要
に
掲
載
し
た
。
今
年
度
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
「
２２
青
蓮
院
文

書
」
の
調
査
を
行
い
そ
の
目
録
を
作
成
し
た
の
で
、
こ
こ
に
「
目
録
（
三
）」
と

し
て
公
刊
す
る
も
の
で
あ
る
。

青
蓮
院
は
、
京
都
市
東
山
区
粟
田
口
三
条
坊
町
に
所
在
し
、
梶
井
門
跡
（
三
千

院
）・
妙
法
院
門
跡
と
と
も
に
天
台
宗
三
門
跡
と
称
さ
れ
た
天
台
宗
の
名
刹
で
あ

る
。
そ
の
起
源
は
『
華
頂
要
略
』（
巻
第
三
上
）
に
よ
れ
ば
最
澄
が
建
て
た
住
坊

の
一
つ
青
蓮
坊
に
遡
る
と
伝
え
ら
れ
、
最
澄
の
法
流
は
円
仁
・
安
恵
・
相
応
等
を

経
て
四
十
八
代
の
歴
代
門
主
に
継
承
さ
れ
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

そ
の
過
程
の
中
で
、
青
蓮
院
に
は
多
く
の
古
文
書
と
台
密
を
中
心
と
す
る
聖
教

類
が
残
さ
れ
、
継
承
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
調
査
は
、
一
八
八
六
年
（
明
治
一
九
）

に
当
時
の
内
閣
臨
時
修
史
局
が
は
じ
め
て
採
訪
し
た
の
ち
数
次
に
わ
た
り
実
施
さ

れ
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
で
は
、
影
写
本
『
青
蓮
院
文
書
』（
全
三
冊
）
を
は

じ
め
と
す
る
影
写
本
・
謄
写
本
と
し
て
調
査
の
成
果
を
公
開
し
て
い
る
。
ま
た
、

一
九
五
二
年
（
昭
和
二
七
）
よ
り
聖
教
の
調
査
と
撮
影
を
行
い
、
さ
ら
に
一
九
九

一
年
に
も
所
蔵
史
料
の
調
査
・
撮
影
を
行
っ
て
い
る
（
１
）
。
一
方
、
九
〇
年
代
に
入
り
、

山
本
信
吉
氏
を
代
表
と
す
る
吉
水
蔵
聖
教
調
査
団
に
よ
る
青
蓮
院
吉
水
蔵
の
調
査

が
行
わ
れ
、
一
六
二
二
種
の
吉
水
蔵
聖
教
が
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
と
と
も

に
、
目
録
が
刊
行
さ
れ
た
（
２
）
。
以
上
の
よ
う
な
調
査
と
そ
れ
に
も
と
づ
く
研
究
に
よ

り
、
青
蓮
院
所
蔵
の
聖
教
類
に
つ
い
て
は
よ
う
や
く
そ
の
一
端
が
見
え
つ
つ
あ
る

も
の
の
、
文
書
を
含
め
た
史
料
群
全
体
の
調
査
・
研
究
は
な
お
今
後
の
課
題
で
あ

る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
青
蓮
院
文
書
の
全
体
像
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
寺
外
に
も
た
ら
さ

れ
て
伝
来
し
た
文
書
の
調
査
・
研
究
が
不
可
欠
で
あ
る
。
本
学
文
学
部
所
蔵
の
青

蓮
院
文
書
も
そ
の
よ
う
な
文
書
の
一
部
で
あ
る
が
、
ほ
か
に
も
青
蓮
院
旧
蔵
の
文

書
を
ま
と
ま
っ
た
形
で
伝
え
る
文
書
群
が
い
く
つ
か
存
在
す
る
。
筆
者
の
気
づ
い

た
も
の
と
し
て
は
、
左
記
の
も
の
が
あ
る
。

�
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
「
青
蓮
院
文
書
」（
貴
〇
四
―
二
（
３
）
）

東
京
大
学
文
学
部
所
蔵
文
書
目
録
（
三
）

文
学
部
所
蔵
文
書
調
査
団

東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要

第
十
号

二
〇
〇
六
年
三
月
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�
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
「
青
蓮
院
文
書
」（
貴
三
六
―
一
（
４
）
）

�
広
島
大
学
文
学
部
日
本
史
学
研
究
室
所
蔵
「
青
蓮
院
文
書
（
５
）
」

�
は
全
六
通
の
文
書
か
ら
な
り
、
そ
の
内
容
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

▽
正
応
五
年
三
月
九
日
「
後
宇
多
上
皇
宸
筆
御
消
息
亀
山
法
皇
御
勘
写
」

▽
永
仁
五
年
正
月
日
「
前
天
台
座
主
慈
実
僧
正
置
文
写
」

▽
天
台
座
主
慈
道
親
王
親
王
御
拝
堂
并
御
拝
賀
次
第
断
簡

▽
（
年
未
詳
）
六
月
二
日
「
藤
原
宣
明
奉
光
厳
上
皇
院
宣
」

▽
（
年
未
詳
）
六
月
五
日
「
足
利
義
満
書
状
」

▽
孟
夏
十
九
日
「
江
戸
重
通
披
露
状
」

ま
た
�
は
、
本
稿
で
目
録
を
掲
げ
る
文
学
部
所
蔵
の
青
蓮
院
文
書
と
本
来
一
体

の
も
の
で
、
一
九
〇
六
年
（
明
治
三
九
）
六
月
に
当
時
の
文
科
大
学
と
史
料
編
纂

掛
が
分
割
購
入
し
た
結
果
、
前
者
が
現
在
の
文
学
部
に
、
後
者
が
史
料
編
纂
所
に

そ
れ
ぞ
れ
所
蔵
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
（
６
）
。
こ
の
ほ
か
、
青
蓮
院
旧
蔵

と
考
え
ら
れ
る
個
別
文
書
も
散
見
さ
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
文
学
部
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
青
蓮
院
文
書
は
、
ど
の
よ
う
な
性
格

の
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、
若
干
の
解
説
を
試
み
た
い
。

文
学
部
所
蔵
の
青
蓮
院
文
書
は
、
今
述
べ
た
よ
う
に
一
九
〇
六
年
六
月
に
文
科

大
学
が
購
入
し
た
も
の
で
あ
り
、
左
の
八
括
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

�
第
一
括

宸
翰
其
外

�
第
二
括

公
卿
書
状
・
詠
草
等

�
第
三
括

諸
大
名
書
状
類

�
第
四
括

尊
純
法
親
王

�
第
五
括

詠
草

�
第
六
括

標
本
類

�
第
七
括

巻
子

�
第
八
括

雑
文
書

こ
の
分
類
は
、
購
入
し
た
直
後
に
調
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
文
科
大
学
買
上
分

「
青
蓮
院
文
書
目
録
（
７
）
」
の
「
第
○
類
」
と
い
う
分
類
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
り
、

購
入
後
に
文
科
大
学
に
よ
り
な
さ
れ
た
分
類
で
あ
ろ
う
。

こ
の
う
ち
第
一
括
は
、
天
皇
の
宸
翰
と
伝
え
ら
れ
る
和
歌
色
紙
や
書
状
を
中
心

と
す
る
ま
と
ま
り
で
あ
る
。
後
水
尾
・
後
西
・
霊
元
の
宸
翰
と
伝
え
ら
れ
る
も
の

を
は
じ
め
、
伏
見
宮
邦
永
親
王
の
和
歌
懐
紙
な
ど
、
十
七
世
紀
か
ら
十
八
世
紀
前

半
の
文
書
が
多
い
。
注
（
２
）
所
引
『
青
蓮
院
門
跡
吉
水
蔵
聖
教
目
録
』
附
載
の

「
青
蓮
院
門
跡
歴
代
系
譜
」
に
よ
り
当
該
期
の
青
蓮
院
門
主
を
示
す
と
、
次
の
よ

う
に
な
る
。

尊
純
法
親
王
〈
天
台
座
主
（
二
度
）、
応
胤
親
王
子
、
邦
房
親
王
為
子
、
承
応

二
年
五
月
二
十
六
日
寂
六
十
三
〉

尊
証
親
王

〈
尊
純
資
、
天
台
座
主
（
二
度
）、
俗
名
周
賢
、
後
水
尾
天
皇
皇
子
、

元
禄
七
年
十
月
十
五
日
寂
、
四
十
四
〉

英

宮

〈
伏
見
宮
貞
致
親
王
子
、
元
禄
十
一
年
十
月
六
日
寂
、
七
〉

尊
祐
親
王

〈
天
台
座
主
（
四
度
）、
伏
見
宮
邦
永
親
王
子
、
霊
元
天
皇
養
子
、

延
享
四
年
九
月
十
六
日
寂
、
五
十
四
〉

尊
英
親
王

〈
伏
見
宮
貞
建
親
王
子
、
桜
町
天
皇
養
子
、
宝
暦
二
年
七
月
二
十

日
寂
、
十
六
〉

後
水
尾
の
皇
子
で
あ
る
尊
証
、
伏
見
宮
邦
永
親
王
の
子
で
霊
元
の
養
子
と
な
っ
た

尊
祐
が
と
も
に
長
く
青
蓮
院
門
主
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
後
水
尾
や
霊
元

の
宸
翰
と
伝
え
ら
れ
る
文
書
や
邦
永
親
王
の
和
歌
懐
紙
が
青
蓮
院
に
伝
え
ら
れ
た

の
は
容
易
に
納
得
で
き
よ
う
。
ま
た
、「
後
西
天
皇
宸
翰

〈
三
通
〉」
の
題
箋
を

有
す
る
一
巻
の
巻
子
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
三
通
の
書
状
（
目
録
文
書
番
号＝

22

-1-3-1

〜3

）
は
、
第
一
通
・
第
二
通
の
端
裏
ウ
ハ
書
、
第
三
通
の
奥
ウ
ハ
書
に
据
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え
ら
れ
て
い
る
花
押
の
形
状
が
帝
国
学
士
院
編
『
宸
翰
英
華
』
坤
―
三
三
四
号

（
釈
文
及
び
解
説
は
第
二
冊
―
八
三
六
号
）
所
収
の
京
都
帝
国
大
学
国
史
研
究
室

所
蔵
「
後
西
天
皇
宸
筆
御
消
息
」
を
は
じ
め
と
す
る
後
西
天
皇
の
花
押
と
一
致
し
、

宸
翰
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
、「
青
門
主
」
す
な
わ
ち
青
蓮
院
門
主
を
直
接
の
宛

所
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
後
述
す
る
第
四
括
の
尊
純
法
親
王
自
筆
の
詠
草
類
の
性

格
か
ら
し
て
も
、
文
学
部
所
蔵
の
青
蓮
院
文
書
が
門
主
の
手
元
に
残
さ
れ
伝
え
ら

れ
た
文
書
群
を
含
ん
で
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

第
二
括
は
、
公
家
の
書
状
を
中
心
に
和
歌
懐
紙
な
ど
を
含
む
ま
と
ま
り
で
あ
る
。

差
出
か
ら
や
は
り
十
七
世
紀
か
ら
十
八
世
紀
前
半
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
多
く
、

書
状
の
多
く
は
青
蓮
院
の
坊
官
で
あ
る
大
谷
や
鳥
居
小
路
を
宛
所
と
す
る
披
露
状

の
形
式
を
と
る
も
の
が
多
い
が
、
こ
れ
は
書
札
礼
の
問
題
か
ら
坊
官
を
宛
所
と
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
。

第
二
括
が
公
家
の
手
に
な
る
文
書
で
あ
る
の
に
対
し
、
第
三
括
は
諸
大
名
等
か

ら
の
書
状
を
一
括
し
た
も
の
で
あ
る
。
差
出
は
著
名
な
松
平
信
綱
や
酒
井
忠
勝
・

酒
井
忠
清
・
堀
田
正
盛
な
ど
、
や
は
り
十
七
世
紀
か
ら
十
八
世
紀
前
半
の
人
物
が

多
い
。
坊
官
の
大
谷
・
鳥
居
小
路
や
谷
等
を
宛
所
と
す
る
披
露
状
の
形
式
を
と
る

こ
と
は
公
家
か
ら
の
書
状
と
同
様
で
あ
る
（
８
）
。

第
四
括
は
、
ほ
ぼ
十
七
世
紀
の
前
半
を
通
し
て
青
蓮
院
の
門
主
で
あ
っ
た
尊
純

親
王
の
筆
に
な
る
文
書
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
詠
草
類
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
な
か
に
は
端
書
や
端
裏
見
返
書
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
、

そ
の
和
歌
が
い
つ
ど
の
様
な
場
で
詠
ま
れ
、
ま
た
誰
が
添
削
を
加
え
た
も
の
で
あ

る
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
尊
純
の
和
歌
に
合
点
を
施
し
た
者
と
し
て
は
八

条
宮
智
仁
親
王
（「
八
条
殿
」）
や
中
院
通
村
（「
中
院
黄
門
」「
中
院
」）
の
名
が

み
え
、
尊
純
を
め
ぐ
る
文
化
圏
を
探
る
手
掛
か
り
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
第
五
括
の
詠
草
類
は
、
天
正
―
文
禄
年
間
に
遡
る
も
の
も
多
く
、
い
ず

れ
も
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。

六
括
に
は
江
戸
時
代
の
詠
草
な
ど
が
四
七
通
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
顔
ぶ
れ
を

見
る
と
、
初
期
に
は
江
月
宗
玩
、
沢
庵
宗
彭
な
ど
。
小
沢
蘆
庵
、
湧
蓮
、
梨
木
祐

為
、
加
藤
千
蔭
、
蜀
山
人
な
ど
の
十
八
世
紀
末
の
歌
人
た
ち
。
さ
ら
に
加
茂
季
鷹
、

伴
蒿
蹊
、
香
川
景
樹
な
ど
の
幕
末
の
国
学
者
・
文
人
と
、
実
に
錚
々
た
る
メ
ン

バ
ー
で
あ
る
。
江
戸
時
代
を
通
じ
て
、
多
様
な
人
物
が
出
入
り
し
て
い
た
青
蓮
院

周
辺
の
文
化
サ
ロ
ン
の
様
相
が
窺
え
よ
う
。

七
括
は
足
利
義
満
関
係
文
書
、「
石
清
水
八
幡
宮
臨
時
祭
記
録
」、「
玄
古
神
代

大
祖
稟
系
之
図
」
の
三
つ
か
ら
な
る
。
ま
ず
「
鹿
苑
院
殿
御
書

壱
八
通

四
巻

之
内
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
足
利
義
満
関
係
文
書
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
内
容

は
十
楽
院
領
大
谷
光
明
寺
留
守
職
、
楞
厳
院
領
坂
田
庄
等
の
所
領
に
関
係
文
書
の

ほ
か
、
様
々
な
物
の
贈
答
に
関
す
る
書
状
で
あ
る
。
宛
名
は
尊
松
、
慶
賀
と
さ
れ

て
い
る
が
、
実
質
的
に
は
時
の
青
蓮
院
門
跡
尊
道
法
親
王
（
後
伏
見
院
の
親
王
）

に
宛
て
た
書
状
群
で
あ
ろ
う
。
慶
賀
丸
は
青
蓮
院
の
童
で
あ
り
、
義
満
の
許
に
も

仕
え
て
い
た
。
な
お
尊
松
や
慶
賀
に
宛
て
た
道
義
書
状
は
『
幸
田
成
友
氏
所
蔵
文

書
』
に
も
見
え
る
（
９
）
。

「
石
清
水
八
幡
宮
臨
時
祭
記
録
」
は
天
慶
五
年
か
ら
寛
弘
八
年
ま
で
各
年
の
使

・
舞
人
・
陪
従
・
宣
命
、
ま
た
記
録
の
情
報
を
集
積
し
た
も
の
で
あ
り
、
石
清
水

文
書
『
宮
寺
縁
寺
抄
』
臨
時
祭
の
同
年
分
ま
で
と
同
じ
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
本

記
録
は
奥
書
か
ら
元
禄
十
一
年
に
書
写
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

今
ひ
と
つ
「
玄
古
神
代
大
祖
稟
系
之
図
」
は
二
〇
紙
に
及
ぶ
長
大
な
巻
子
で
あ

り
、
天
児
屋
根
尊
に
始
ま
る
藤
原
氏
各
流
の
系
図
二
〇
種
類
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。

系
図
は
鎌
倉
期
の
人
物
を
下
限
と
し
た
も
の
が
多
い
が
、
師
輔
長
男
伊
尹
に
始
ま

る
世
尊
寺
流
の
系
図
は
永
徳
元
年
死
去
の
行
忠
ま
で
を
含
ん
で
い
る
。
ま
た
藤
原

冬
嗣
七
男
良
仁
、
良
世
か
ら
始
ま
る
系
図
は
「
子
孫
南
家
中
ニ
注
」
と
し
て
終
わ
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る
。
し
か
し
該
当
す
る
南
家
系
図
は
こ
の
系
図
集
の
中
に
は
見
え
ず
、
元
来
は
よ

り
大
部
の
系
図
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
様
の
系
図
は
『
立
花
家
文
書
』

の
中
に
も
見
え
る
（
１０
）
。
こ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
な
必
要
か
ら
青
蓮
院
で
書
写
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
の
か
は
、
今
後
の
課
題
で
あ
ろ
う
。

八
括
は
雑
文
書
と
さ
れ
て
い
る
。
中
世
の
文
書
と
し
て
は
書
状
の
ほ
か
、
青
蓮

院
領
関
係
文
書
、
系
図
類
・
勧
進
状
・
出
雲
国
鰐
淵
寺
規
式
案
・
足
利
義
政
追
修

願
文
案
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。
確
認
で
き
る
年
代
は
十
四
世
紀
半
ば
か
ら
十
五

世
紀
、
中
で
も
応
永
年
中
の
尊
道
法
親
王
に
関
わ
る
文
書
が
多
数
残
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
以
外
に
江
戸
時
代
の
諷
誦
文
、
出
家
記
な
ど
の
記
録
類
、
さ
ら
に
幕
末
期
の

尊
応
・
尊
秀
法
親
王
の
書
状
も
存
在
す
る
。

以
上
、
文
学
部
所
蔵
の
青
蓮
院
文
書
に
つ
い
て
概
説
し
て
き
た
が
、
青
蓮
院
所

蔵
の
文
書
群
に
つ
い
て
の
調
査
・
研
究
に
は
未
だ
多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
て
お
り
、

本
目
録
が
そ
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

〔
付
記
〕
青
蓮
院
文
書
の
調
査
に
あ
た
り
、
新
た
に
尹
漢
湧
・
岡
林
彩
子
・
瀬
尾

巧
・
佐
藤
雄
基
が
調
査
に
加
わ
り
、
ま
た
近
世
文
書
の
調
査
に
つ
い
て
は
竹
ノ
内

雅
人
・
荒
木
裕
行
・
村
和
明
・
佐
藤
雄
介
・
三
ツ
松
誠
の
助
力
を
仰
い
だ
。
な
お

本
解
説
は
遠
藤
珠
紀
・
杉
山
巖
が
執
筆
し
、
村
井
章
介
が
と
り
ま
と
め
た
も
の
で

あ
る
。

（
１
）
史
料
編
纂
所
所
蔵
写
真
帳
『
青
蓮
院
所
蔵
史
料
』（
全
四
四
冊
、
請
求
番
号

＝

六
一
七
〇
�
六
二
―
一
二
）

（
２
）
吉
水
蔵
聖
教
調
査
団
編
『
青
蓮
院
門
跡
吉
水
蔵
聖
教
目
録
』（
汲
古
書
院
、

一
九
九
九
年
）。

（
３
）
史
料
編
纂
所
所
蔵
写
真
帳
『
青
蓮
院
文
書
』（
請
求
番
号＝

六
一
七
一
�
六

二
―
二
〇
一
）。

（
４
）
三
二
巻
、
一
三
四
通
。
史
料
編
纂
所
所
蔵
写
真
帳
『
青
蓮
院
文
書
』（
全
五

冊
、
請
求
番
号＝

六
一
七
一
�
六
二
―
六
七
）。

（
５
）
猪
熊
信
男
旧
蔵
。
松
岡
久
人
編
『
広
島
大
学
所
蔵
猪
熊
文
書
』
一
（
福
武

書
店
、
一
九
八
二
年
）
に
翻
刻
。
史
料
編
纂
所
所
蔵
写
真
帳
『
青
蓮
院
文

書
』（
請
求
番
号＝

六
一
七
一
�
六
二
―
八
九
）。

（
６
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
『
青
蓮
院
文
書
目
録
』（
一
九
〇
六
年
。
請
求

番
号＝

Ｒ
Ｓ
四
一
七
一
�
六
二
―
六
）。
本
書
は
文
科
大
学
史
料
編
纂
掛
の

用
箋
に
記
さ
れ
、
第
一
丁
に
は
文
科
大
学
宛
の
、
第
二
丁
に
は
史
料
編
纂
掛

宛
の
納
品
・
請
求
書
が
そ
れ
ぞ
れ
写
さ
れ
て
い
る
。

（
第
一
丁
）

（
朱
書
・
欄
外
）

「
青
蓮
院
文
書
〈
或
売
卜
分
文
書
〉
／
文
科
大
学
買
上
分
」

記

一
金
九
十
円

〈
古
文
書
〉
三
巻

一
金
七
十
円

〈
古
文
書
〉
二
百
十
二
通

合
計
金
百
六
十
円

右
之
通
リ
ニ
候
也
、

明
治
三
十
九
年
六
月

日

京
都
市
上
京
区
千
本
通
リ
二
条
下
ル
聚
楽
町

八
百
五
拾
番
地

田

村

則

昌

東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学御

中

（
第
二
丁
）

（
朱
書
・
欄
外
）

「
史
料
編
纂
掛
〔
×
文
科
大
学
〕
買
上
分
」

記
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一
金
七
十
円

〈
古
文
書
〉
百
三
十
三
通

一
金
十
円

〈
古
文
書
〉
四
巻

合
計
金
百
八
十
円

右
之
通
リ
ニ
候
也
、

明
治
三
十
九
年
六
月

日

京
都
市
上
京
区
千
本
通
リ
二
条
下
ル
聚
楽
町

八
百
五
拾
番
地

田

村

則

昌

東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学御

中

ま
た
、
同
書
の
二
〇
―
二
九
丁
に
は
こ
の
時
史
料
編
纂
掛
が
買
い
上
げ
た

文
書
の
目
録
が
付
さ
れ
て
お
り
、
現
在
史
料
編
纂
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
貴

三
六
―
一
「
青
蓮
院
文
書
」
の
内
容
と
一
致
す
る
。
な
お
、
本
書
の
第
三
丁

・
第
四
丁
に
は
「
図
書
館
買
上
分
」
と
し
て
『
延
相
卿
関
東
道
之
記
』
以
下

の
典
籍
・
文
書
の
見
積
書
が
写
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
が
そ
の
後
実
際
に

買
い
上
げ
ら
れ
た
も
の
か
否
か
、
ま
た
そ
の
現
状
に
つ
い
て
の
調
査
は
今
後

の
課
題
で
あ
る
。

（
７
）
注
（
６
）
所
引
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
『
青
蓮
院
文
書
目
録
』
五

―
一
九
丁
。
こ
の
文
科
大
学
買
上
分
の
目
録
の
み
、
赤
色
の
罫
線
を
印
刷
し

た
「
文
科
大
学
史
料
編
纂
掛
」
の
用
箋
に
記
さ
れ
て
い
る
（
他
の
部
分
は
青

色
の
罫
線
を
印
刷
し
た
「
文
科
大
学
史
料
編
纂
掛
」
用
箋
）。

（
８
）
な
お
、
こ
の
ま
と
ま
り
の
中
で
注
意
す
べ
き
文
書
と
し
て
、（
年
未
詳
）
七

月
十
日
付
「
生
島
道
成
書
状
」（22-3-43

）
及
び
（
年
未
詳
）
十
月
十
六
日

付
「
酒
井
忠
清
書
状
」（22-3-43

）
を
は
じ
め
と
す
る
八
条
宮
の
家
司
生
島

氏
の
関
連
文
書
が
あ
る
。
七
月
十
日
付
の
も
の
は
、
八
条
宮
の
家
司
生
島
宮

内
少
輔
道
成
が
、
将
軍
快
気
祝
の
使
者
下
向
に
つ
き
老
中
方
へ
の
取
り
成
し

を
吉
良
義
弥
に
依
頼
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
酒
井
忠
清
の
書
状
は
生
島

道
成
に
対
し
て
出
さ
れ
た
将
軍
と
忠
清
自
身
に
対
す
る
祝
儀
の
礼
状
で
、

（
年
未
詳
）
十
二
月
七
日
「
稲
葉
正
則
書
状
」（22-3-45

）
と
と
も
に
金
剛

寿
院
宮
の
八
条
宮
家
相
続
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
文
書
が
ど
の

様
な
伝
来
過
程
を
経
て
現
在
青
蓮
院
に
伝
わ
っ
て
い
る
の
か
、
今
後
の
検
討

課
題
で
あ
る
。

（
９
）
史
料
編
纂
所
所
蔵
影
写
本
。
請
求
番
号＝

三
〇
七
一
�
三
六
―
七
三
。

（
１０
）
史
料
編
纂
所
所
蔵
写
真
帳
。
請
求
番
号＝

六
一
七
一
�
九
一
―
九
六
―
二

六
。
系
図
名
、
形
式
、
人
物
は
同
じ
で
、
注
記
の
内
容
は
異
な
る
。
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【凡例】

� 本目録は、文学部所蔵文書のうち「２２ 青蓮院文書」を対象としたものである。

� 「文書番号」のハイフンで結ばれた数字は四つの階層を表し、左から順に「史料群番号―括

番号―個別文書番号―枝番号」を示すものである。一つの個別文書番号に文書が一通しかない

場合は、枝番号は無記入とした。紙背文書については、枝番号「紙背」または「紙背１」・「紙

背２」などとした。

� 「年代」はすべて１０桁のアラビア数字で表示した。西暦４桁＋月３桁＋日３桁の順である。

１０世紀以前の西暦は１桁目を０とした。月の３桁目については、普通月０、閏月１とした（例．

閏八月→０８１）。日の３桁目も通常０とし、上旬・中旬・下旬の場合にそれぞれ１０１・２０１・３０１

として示した。年未詳の場合は９９９９、月日未詳の場合はともに９９９と表記した。

� 「差出」「宛所」には文書の差出・宛所に記されているもののほか、端裏ウハ書や奥ウハ書に

記されているものも載録した。また、文書の本文等から推測されるものについては（ ）で、

編者の比定にかかるものについては〔 〕で括って示した。なお、改行個所には／を付し、細

字で記されている部分は〈 〉で括って記した。

� 「法量・紙数」は、料紙１枚ごとに縦・横の長さをセンチメートルで示した（例．３：３０．７

×４３．９→第３紙の法量が縦３０．７cm、横４３．９cm）。

� 「備考」には主に書状類の端裏ウハ書や奥ウハ書について、「追筆」欄の「端裏書」と区別し

て示した。

275



追 筆 書 止 法量・紙数 形態 状態 備 考

追書：霊元院震〔宸〕翰 ３４．９×４９．９ 封紙 小破 附箋：青蓮院御物

２４．５×２３．４ 切紙 小破

３１．０×２５．２ 切紙

１１．０×８．２ 切紙 良

９．４×７．９ 切紙 良

２１．０×８．１ 切紙 良

１７．８×１５．８ 切紙 良

宜時分頼入候
也

２６．８×３９．１ 竪紙 良 端裏ウハ書：青門主 （花押）

無正体候也 ２６．８×４０．０ 竪紙 良 端裏ウハ書：青門主〈御報〉
（花押）

２２．０×３１．３ 竪紙 良

２８．９×５２．７ 竪紙 良

歓悦無極候也３１．５×４４．５ 竪紙 良 端裏ウハ書：青門主〈御報〉
（花押）

端裏書：閑院〈■■■宮
汁〔什〕書〉

よくゝゝ申給
へ

３２．６×４６．０ 折紙 良

恐々謹言 ３４．１×５０．０ 竪紙 中破 端裏ウハ書：謹上 大谷治部
卿殿 資敦

謹言 ３６．５×５３．７ 竪紙 良 奥ウハ書：尊酬 尚嗣

謹言 ３２．５×４５．５ 竪紙 良 奥ウハ書：鳥居小路式部卿殿
尚嗣

謹言 ３３．０×５１．１ 竪紙 良 奥ウハ書：青門様参之〈大進
とのへ〉 尚嗣

謹言 ３４．０×５１．０ 竪紙 良 奥ウハ書：鳥居小路式部卿
尚嗣

謹言 ２７．８×４０．９ 竪紙 小破

恐々謹言 ３０．７×４０．５ 竪紙 良 端裏ウハ書：花山院大納言殿
／千種大納言殿 実■

恐々謹言 ３０．７×４１．３ 竪紙 良 奥ウハ書：千種中納言殿 経
慶

端裏書：□□（藤ヵ）五
郎兵衛安保奉□

恐々謹言 ２８．６×４５．０ 折紙 大破

謹言 ３１．８×４２．７ 竪紙 良 奥ウハ書：刑部卿殿 ■玄

謹言 ３１．０×４２．０ 竪紙 良 奥ウハ書：桜井中将殿 基長

恐々謹言 ３２．４×４６．６ 折紙 良

恐々 ３４．４×５０．２ 折紙 小破
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２２ 青蓮院文書

文書番号 文書名 年代 和暦 差 出 宛 所

２２―１―１―１霊元院色紙包
紙

９９９９９９９９９９

２２―１―１―２霊元院色紙 ９９９９９９９９９９ （霊元院）

２２―１―２―１後水尾院小色
紙包紙

９９９９９９９９９９

２２―１―２―２
―１

後水尾院小色
紙

９９９９９９９９９９ （後水尾院）

２２―１―２―２
―２

後水尾院小色
紙

９９９９９９９９９９ （後水尾院）

２２―１―２―２
―３

後水尾院小色
紙

９９９９９９９９９９ （後水尾院）

２２―１―２―２
―４

後水尾院小色
紙

９９９９９９９９９９ （後水尾院）

２２―１―３―１後西天皇書状９９９９０３００８０３月８日 （花押）〔後西天皇〕 青門主

２２―１―３―２後西天皇書状９９９９０３０１４０３月１４日 （花押）〔後西天皇〕 青門主〈御報〉

２２―１―３―３後西天皇書状９９９９０７００６０７月６日 （花押）〔後西天皇〕 青門主〈御報〉

２２―１―４ 邦永親王和歌
懐紙

９９９９９９９９９９ （中務郷〔卿〕邦永親
王）

２２―１―５ 後西天皇書状９９９９９９１０２０閏月２日 （花押）〔後西天皇〕 青門主〈御報〉

２２―１―６ 閑院宮典仁親
王書状

９９９９１１０２９０１１月２９日 典仁 青連院宮

２２―２―１ 源資敦書状 ９９９９０９０１５０９月１５日 〔源〕資敦 大谷治部卿殿

２２―２―２ 近衛尚嗣書状９９９９９９９９９９ 〔近衛〕尚嗣

２２―２―３ 近衛尚嗣書状９９９９０３０１２０３月１２日 〔近衛〕尚嗣 鳥居小路式部卿殿

２２―２―４ 近衛尚嗣書状９９９９０６００９０５月９日 〔近衛〕尚嗣 青門様参之〈大進との
へ〉

２２―２―５ 近衛尚嗣書状９９９９１００３００１０月晦日 〔近衛〕尚嗣 鳥居小路式部卿

２２―２―６ 知真書状 ９９９９９９９９９９ 知真 座主〈御中〉

２２―２―７ 実□書状 ９９９９０２０１５０２月１５日 実■ 花山院大納言殿／千種
大納言殿

２２―２―８ 勧修寺経慶書
状

９９９９０３１１５０閏３月１５日〔勧修寺〕経慶 千種中納言殿

２２―２―９ 熈基書状 ９９９９１１００９０１１月９日 熈基（花押） 〈東福寺〉永明院

２２―２―１０ □玄書状 ９９９９０５００７０５月７日 ■玄 形〔刑〕部卿殿

２２―２―１１ 東園基長書状９９９９１００２７０１０月２７日 〔東園〕基長 桜井中将殿

２２―２―１２ 阿野實顕書状９９９９０２００４０２月４日 〔阿野〕実顕 〈青門様え〉烏小路殿

２２―２―１３ 園基衡書状 ９９９９０５０１２０５月１２日 〔園〕基衡 治部卿様
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追 筆 書 止 法量・紙数 形態 状態 備 考

可被参候也 ３３．３×４６．０ 折紙 良

恐々謹言 ３１．２×４５．８ 竪紙 小破 奥裏に紙継目朱印

端裏書：鷹司政熈公 被 仰出之旨
令承知候也

３１．８×４５．２ 折紙 良

誠恐謹言 ４４．４×３２．６ 折紙 小破 附箋：基福卿 園殿

３５．５×５０．０ 竪紙 良

端裏書：中院 ３２．５×４３．７ 竪紙 小破 裏打あり

奥裏書：日野従一位資枝
卿〈続一覧ニ出也〉

２０．１×４４．２ 切紙 中破 裏打あり

１８．７×４６．４ 切紙 中破 裏打あり

３５．８×５０．０ 竪紙 小破

謹言 ３６．４×５３．３ 竪紙 小破 奥ウハ書き：谷大進殿 俊定

３８．５×５２．７ 竪紙 良

恐々謹言 ３６．７×５０．８ 折紙 中破

恐々謹言 ３２．０×４６．３ 折紙 良

恐々謹言 ３１．８×４６．１ 折紙 小破

端裏見返書：八月七日自
藤中納言到来

恐々謹言 ３８．３×５３．６ 折紙 良

恐惶謹言 １：１６．９×３５．３
２：１７．０×２２．０

続紙 良

恐惶謹言 ３２．４×４６．０ 折紙 良

恐惶謹言 ３３．５×４６．３ 竪紙 良 端裏ウ ハ 書：真 継 右 京 様
〈人々御中〉 松平主殿頭〈長
知〉

恐惶謹言 ３１．４×４４．９ 竪紙 良 端裏ウハ書：大谷民部卿殿
上杉宮内大輔〈長員〉

恐々謹言 ３５．５×５０．６ 折紙 良

恐々謹言 ３６．０×５４．０ 折紙 良

恐々謹言 ３６．２×５１．６ 竪紙 良 端裏ウハ書：大谷治部卿様
〈人々御中〉 永井監物〈白
元〉

恐々謹言 ３６．４×５４．２ 竪紙 良 端裏ウハ書：治部卿法眼御房
永井信濃守〈尚政〉

恐惶謹言 ３７．０×５２．４ 竪紙 良 端裏ウハ書：〈拝上〉青御門
跡様〈御同宿御奏達〉 宗対馬
守〈義成〉
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文書番号 文書名 年代 和暦 差 出 宛 所

２２―２―１４ 九条尚實書状９９９９０３０２９０３月２９日 〔九条〕尚実 ■■中

２２―２―１５ 法橋全圓書状９９９９０７０２２０７月２２日 法橋全圓

２２―２―１６ 鷹司政熈書状９９９９０１０２８０正月２８日 〔鷹司〕政熈 勧修寺前大納言殿／千
種前中納言殿

２２―２―１７ 園基福書状 ９９９９０４０１４０４月１４日 〔園〕基福 御児中

２２―２―１８ 三条公修和歌
懐紙

９９９９９９９９９９ （前内大臣〔三条〕公
修）

２２―２―１９ 中院通躬和歌
懐紙

９９９９９９９９９９ （〔中院〕通躬）

２２―２―２０ 日野資枝詠草９９９９９９９９９９ （〔日野〕資枝）

２２―２―２１ 冷泉前中納言
書状

９９９９９９９９９９ れんせい前中納言 おい津とのへ〈まいる
／御返事〉

２２―２―２２ 冷泉為村和歌
懐紙

９９９９９９９９９９ （侍従藤原為村）

２２―２―２３ 俊定書状 ９９９９０４０１１０４月１１日 俊定 谷大進殿

２２―２―２４ 白紙 ９９９９９９９９９９

２２―３―１ 松平信綱書状９９９９０５０２６０５月２６日 松平伊豆守信綱（花
押）

鳥居小路式部卿御房

２２―３―２ 吉良義弥書状９９９９０２０２８０２月２８日 吉良上野介義弥（花
押）

烏小路治部卿殿

２２―３―３ 吉良義弥書状９９９９０９０２００９月２０日 吉良上野介義弥（花
押）

〈青蓮院様〉烏小路式
部卿殿

２２―３―４ 吉良義弥書状９９９９０７０２７０７月２７日 吉良上野介義弥（花
押）

大谷治部卿法印

２２―３―５ 竹中重信書状９９９９０４０２１０４月２１日 竹筑後守重信（花押）

２２―３―６ 蔭山宗信書状９９９９０７０３５０７月晦日 蔭山土佐守宗信（花
押）

法輪院様〈人々御中〉

２２―３―７ 松平長知書状９９９９０５０１４０５月１４日 〔松平〕長知（花押） 真継右京様〈人々御
中〉

２２―３―８ 上杉長員書状９９９９０１０２８０正月２８日 〔上杉〕長員（花押） 大谷民部卿殿

２２―３―９ 堀直之書状 ９９９９０８０３５０８月晦日 堀式部少輔直之（花
押）

鳥居小路式部卿殿

２２―３―１０ 堀田正盛書状９９９９０８０２５０８月２５日 堀田加賀守正盛（花
押）

大谷治部卿殿

２２―３―１１ 永井白元書状９９９９０５０１７０５月１７日 〔永井〕白元（花押） 大谷治部卿様〈人々御
中〉

２２―３―１２ 永井尚政書状９９９９０５０２２０５月２２日 〔永井〕尚政（花押） 治部卿法眼御房

２２―３―１３ 宗義成書状 ９９９９０７０１４０７月１４日 〔宗〕義成（花押） 青御門跡様〈御同宿御
奏達〉
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追 筆 書 止 法量・紙数 形態 状態 備 考

恐々謹言 １９．２×５２．２ 切紙 良

恐惶謹言 １９．２×５２．３ 切紙 良

恐惶謹言 １８．１×４８．９ 切紙 良

恐々謹言 ３８．０×５３．８ 折紙 小破

恐々謹言 ３７．１×５０．４ 折紙 良

恐々謹言 ３６．４×５１．１ 折紙 良

恐々謹言 ３１．８×４７．０ 折紙 良

恐々謹言 ３１．８×４７．５ 折紙 良

恐々謹言 ３６．５×５４．０ 竪紙 良 端裏ウハ書：大谷治部卿殿
板倉内膳正〈重昌〉

恐々謹言 ３６．２×５３．４ 折紙 良

恐々謹言 ３６．５×５３．１ 折紙 良

恐々謹言 ３６．１×５４．２ 折紙 良

恐々謹言 ３６．３×５３．７ 折紙 良

恐々謹言 ３６．２×５４．０ 折紙 良

端裏書：板倉周防守 恐々謹言 ３５．８×５１．５ 竪紙 良

恐々謹言 ３６．５×５４．３ 折紙 小破

恐惶謹言 ３６．０×５４．２ 折紙 良

恐々謹言 ３６．６×５４．２ 折紙 良

恐々謹言 ３６．５×５３．９ 折紙 良

恐々謹言 ３５．７×５２．８ 折紙 良

恐々謹言 ３６．２×５２．３ 折紙 良

恐々謹言 ３６．６×５３．７ 折紙 良

恐々謹言 ４０．５×５６．４ 折紙 良
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文書番号 文書名 年代 和暦 差 出 宛 所

２２―３―１４ 酒井忠清書状９９９９１００１６０１０月１６日 酒井雅楽頭忠清（花
押）

生嶋宮内少輔殿

２２―３―１５ 永井直清書状
案

９９９９０１０９９９正月 永井日向守〔直清〕 堀田対馬守様／稲葉石
見守様／秋元摂津守様
／人々御中

２２―３―１６ 永井直種書状
案

９９９９０３０９９９３月日 永井近江守〔直種〕 宗対馬守〔義成〕様
〈貴報人々御中〉

２２―３―１７ 松平勝総書状９９９９０３００４０３月４日 松平出雲守勝総（花
押）

鳥少路式部卿法印

２２―３―１８ 松平勝総書状９９９９０８０２３０８月２３日 松平出雲守勝総（花
押）

大谷治部卿殿

２２―３―１９ 松平勝総書状９９９９０９００４０（寛永１８年）
９月４日

松平出雲守勝総（花
押）

大谷治部卿法印

２２―３―２０ 板倉重昌書状１６４１０２０２１０２月２１日 板倉内膳正重昌（花
押）

大谷治部卿殿

２２―３―２１ 板倉重昌書状９９９９１２０１８０１２月１８日 板倉内膳正重昌（花
押）

大谷治部卿殿

２２―３―２２ 板倉重昌書状９９９９０３０２８０３月２８日 〔板倉〕重昌（花押） 大谷治部卿殿

２２―３―２３ 板倉重宗書状９９９９０５００３０５月３日 板倉周防守重宗（花
押）

治部卿殿

２２―３―２４ 板倉重宗書状９９９９０４０２００４月２０日 板倉周防守重宗（花
押）

治部卿殿〈人々まい
る〉

２２―３―２５ 板倉重宗書状１６３２０１０２００（寛永９年）
正月２０日

板倉周防守重宗（花
押）

大谷治部卿殿

２２―３―２６ 板倉重宗書状９９９９０９０１３０９月１３日 板倉周防守重宗（花
押）

大谷治部卿殿

２２―３―２７ 板倉重宗書状９９９９０５００１０５月１日 板倉周防守重宗（花
押）

治部卿殿

２２―３―２８ 板倉重宗書状９９９９０６００２０６月２日 板倉周防守重宗（花
押）

大谷治部卿／鳥居少路
式部卿／谷大進〈参〉

２２―３―２９ 板倉重宗書状９９９９０８００８０８月８日 板倉周防守重宗（花
押）

大谷治部卿殿

２２―３―３０ 板倉重宗書状９９９９０３０２９０３月２９日 板倉周防守重宗（花
押）

大谷治部卿殿

２２―３―３１ 板倉重宗書状９９９９０２１２６０閏２月２６日 板倉周防守重宗（花
押）

大谷治部卿殿

２２―３―３２ 板倉重宗書状９９９９１００１１０１０月１１日 板倉周防守重宗（花
押）

大谷治部卿殿

２２―３―３３ 板倉勝重書状９９９９０５００４０５月４日 板倉伊賀守勝重（花
押）

鳥少路治部卿殿

２２―３―３４ 酒井忠勝書状９９９９０２０２５０２月２５日 酒井讃岐守忠勝（花
押）

鳥小路式部卿殿

２２―３―３５ 酒井忠勝書状９９９９０８０２９０８月２９日 酒井讃岐守忠勝（花
押）

大谷治部卿殿

２２―３―３６ 酒井忠勝書状９９９９０８０１７０８月１７日 酒井讃岐守忠勝（花
押）

大谷治部卿
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追 筆 書 止 法量・紙数 形態 状態 備 考

恐々謹言 ３６．４×５３．８ 折紙 良

恐々謹言 ３６．５×５３．２ 折紙 良

恐々謹言 ３６．２×５３．８ 折紙 良

恐惶謹言 ３６．７×５０．０ 竪紙 良 端裏ウハ書：安都性■様〈人
々御中〉 保科肥後守〈正之〉

恐々謹言 ３５．９×５３．４ 竪紙 小破 端裏ウハ書：青院〈机下〉 水
中納言

恐惶謹言 ３１．６×４３．８ 折紙 良

恐惶謹言 ３５．４×５２．６ 折紙 良

恐々謹言 ３２．０×４７．１ 折紙 良

端裏書：金剛寿院宮御家
督之時、関東御使之御書
状

恐々謹言 ３７．２×５１．６ 折紙 良

恐々謹言 ３６．０×５４．０ 折紙 良

恐々謹言 ４０．４×５６．１ 折紙 良

恐惶謹言 ３６．６×５４．２ 折紙 良

恐々謹言 ３７．１×５４．５ 折紙 良

誠恐謹言 ４３．４×５７．４ 折紙 良

恐惶謹言 ４０．５×５５．５ 折紙 小破

恐惶謹言 ３９．８×５６．５ 折紙 良

恐惶謹言 １：２９．６×６．１
２：２９．６×２８．０
３：２９．７×７．８

続紙 良 モト端裏ウハ書：松平内匠様
〈人々御中〉 久世大和守〈広
之〉、○原文書の端を切断し、
端裏書を表にして本紙の次に
貼り継ぐ、

端裏書：加州候 恐々謹言 ２１．２×４９．０ 切紙 良

端裏書：賀州 恐々謹言 ２０．８×４９．２ 切紙 良

端裏書：加賀少将 恐々謹言 ２０．０×４８．２ 切紙 良

恐々謹言 ３４．０×４９．１ 折紙 良

恐惶謹言 ３６．１×５３．５ 折紙 良 端裏ウハ書：青蓮院御門跡様
〈参御同宿奏達〉

恐惶謹言 ３３．４×４９．８ 折紙 良
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文書番号 文書名 年代 和暦 差 出 宛 所

２２―３―３７ 酒井忠勝書状９９９９０７０１７０７月１７日 酒井讃岐守忠勝（花
押）

鳥少路式部卿殿

２２―３―３８ 松平信綱書状９９９９１２０２８０１２月２８日 松平伊豆守信綱（花
押）

鳥小路式部卿殿

２２―３―３９ 松平信綱書状９９９９０９００３０９月３日 松平伊豆守信綱（花
押）

隠岐駿河守殿

２２―３―４０ 保科正之書状９９９９１２０１００１２月１０日 〔保科〕正之（印） 安都性□様〈人々御
中〉

２２―３―４１ 徳川□□書状９９９９０５００８０５月８日 ■■ 青院〈机下〉

２２―３―４２ 片桐貞俊書状９９９９０６００４０６月４日 片桐石見守貞俊（花
押）

大谷治部卿殿

２２―３―４３ 生島道成奉書９９９９０７０１００７月１０日 生島宮内少輔道成 吉良上野介様〈人々御
中〉

２２―３―４４ 太田資宗書状９９９９１２０１８０１２月１８日 太田備中守資宗（花
押）

大谷治部卿殿

２２―３―４５ 稲葉正則書状９９９９１２００７０１２月７日 稲葉美濃守正則（花
押）

生島玄蕃頭殿

２２―３―４６ 酒井忠世書状９９９９０２００１０２月１日 厩橋侍従忠世（花押） 大谷治部卿殿

２２―３―４７ 松平乗寿・牧
野信成連署書
状

９９９９０９０１９０９月１９日 松平和泉守乗寿（花
押）／牧野内匠頭信成
（花押）

大谷治部卿

２２―３―４８ 松平忠英書状９９９９０９０１７０９月１７日 松平阿波守忠英（花
押）

青門様 院家御方

２２―３―４９ 本多正純書状９９９９０７００５０７月５日 本多上野介正純（花
押）

広橋大納言殿／勧修寺
中納言殿

２２―３―５０ 徳川宗直書状９９９９０８０１９０８月１９日 紀伊宰相宗直（花押） 青蓮院御門跡〈参尊
報〉

２２―３―５１ 松平忠直書状９９９９０５１１６０閏５月１６日 越前宰相忠直（花押） 青蓮院様〈参尊報〉

２２―３―５２ 徳川頼宣書状９９９９１１０１７０１１月１７日 紀伊大納言頼宣（花
押）

青蓮院殿〈貴報〉

２２―３―５３ 久世広之書状９９９９０５００６０５月６日 〔久世〕広之（花押） 松平内匠様〈人々御
中〉

２２―３―５４ 前田綱紀書状９９９９０６００４０６月４日 加賀宰相綱（花押） 生島宮内少輔殿

２２―３―５５ 前田吉治書状９９９９１２０１６０１２月１６日 加賀中将吉治（花押） 生島宮内権少輔殿／生
島主膳正殿

２２―３―５６ 前田綱利書状９９９９０８０２８０８月２８日 加賀少将綱利（花押） 生島玄蕃殿

２２―３―５７ 太田資宗書状９９９９０１０２６０正月２６日 太田備中守資宗（花
押）

大谷治部卿殿

２２―３―５８ 宗義朝書状 ９９９９１２０２２０１２月２２日 宗対馬守義朝 青蓮院御門跡様〈参御
同宿奏達〉

２２―３―５９ 青木義継書状９９９９０３０２１０３月２１日 青木遠江守義継（花
押）

岡本丹波様／生嶋大学
様

283



追 筆 書 止 法量・紙数 形態 状態 備 考

恐々謹言 ３５．０×４９．２ 折紙 良

恐々謹言 ３２．４×４５．８ 折紙 良

誠恐謹言 ４０．６×５６．１ 折紙 良

宗翰恐惶謹言４２．０×５６．７ 折紙 良

端書：元和六十二十九
〈尊勝院極官之事／廣前
内府へ状案〉

恐々謹言 ３５．７×５３．３ 竪紙 良 附箋：尊純親王御文

端書：〔×慶〕元和元年
八月、公宴御月次、八條
殿合点

３５．０×４９．３ 竪紙 良

端書：元和九二月廿二、
水無瀬殿御法事〈中院合
点〉

３１．４×４８．８ 竪紙 良

端書：元和十 正月、公宴
御会始〈中院黄門合点〉

３４．５×４６．６ 竪紙 良

端書：寛永二 二 廿四、
公宴御月次〈中院黄門合
点〉

１：３２．４×４６．３
２：３２．１×４６．６

竪紙 良

端裏見返書：元和九 十
廿四、公宴御月次〈李
部王御合点〉

３６．０×５２．８ 折紙 良

端書：竹門跡、堂廟法事
〈元和八七〉

３５．２×４９．４ 折紙 良

端書：元和九二廿五〈於
竹門跡／堂廟法事〉

３５．９×５３．９ 折紙 良

端書：元和九十二四日
〈天神講／中院中納言合
点〉、端裏見返書：詠草
〈中院中納言合点〉、

３５．９×５２．５ 折紙 良

端書：元和十 正 廿五、
竹門跡法事〈式部卿宮／
御合点〉、端裏見返書：詠草

３５．９×５３．３ 折紙 良

端裏見返書：元和十二廿
五〈公宴聖廟御法事／中
院黄門合点〉

３５．６×５３．８ 折紙 小破

２９．７×４５．０ 竪紙 良

１８．０×５４．０ 切紙 良

１８．０×５４．０ 切紙 良

１５．５×４３．８ 切紙 良 附箋：尊純親王道寄
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文書番号 文書名 年代 和暦 差 出 宛 所

２２―３―６０ 安藤直次書状９９９９０２０２２０２月２２日 安藤帯刀直次（花押） 大谷治部卿殿

２２―３―６１ 島津久雄書状９９９９０２０１００２月１０日 嶋津中務久雄（花押） 伊集院主水殿／土持権
兵衛殿〈御宿所〉

２２―３―６２ 徳川義直書状９９９９０９０１００９月１０日 尾張大納言義直（花
押）

〈青蓮院殿〉御坊官中

２２―３―６３ 徳川宗翰書状９９９９０３００８０３月８日 水戸宰相宗翰（花押） 青蓮院御門主〈御坊官
中〉

２２―４―１ 青蓮院宮尊純
法親王書状土
台

１６２０１２０１９０元和６年１２
月１９日

尊純 廣橋前内府〔兼勝〕殿

２２―４―２ 青蓮院宮尊純
法親王詠草

１６１５０８０９９９元和元年８
月日

（尊純）

２２―４―３ 青蓮院宮尊純
法親王詠草

１６２３０２０２２０元和９年２
月２２日

（尊純）

２２―４―４ 青蓮院宮尊純
法親王詠草

１６２４０１０９９９元和１０年正
月

（尊純）

２２―４―５ 青蓮院宮尊純
法親王詠草

１６２５０２０２４０寛永２年２
月２４日

（尊純）

２２―４―６ 青蓮院宮尊純
法親王詠草

１６２３１２００４０元和９年１２
月４日

（尊純）

２２―４―７ 青蓮院宮尊純
法親王詠草

１６２２０７０９９９元和８年７
月

（尊純）

２２―４―８ 青蓮院宮尊純
法親王詠草

１６２３０２０２５０元和９年２
月２５日

（尊純）

２２―４―９ 青蓮院宮尊純
法親王詠草

１６２３１２００４０元和９年１２
月４日

（尊純）

２２―４―１０ 青蓮院宮尊純
法親王詠草

１６２４０１０２５０元和１０年正
月２５日

（尊純）

２２―４―１１ 青蓮院宮尊純
法親王詠草

１６２４０２０２５０元和１０年２
月２５日

（尊純）

２２―４―１２ 青蓮院宮尊純
法親王ヵ詠草

９９９９９９９９９９

２２―４―１３ 青蓮院宮尊純
法親王詠草

９９９９９９９９９９ （尊純）

２２―４―１３ 青蓮院宮尊純
法親王詠草

９９９９９９９９９９ （尊純）

２２―４―１４ 青蓮院宮尊純
法親王詠草

９９９９９９９９９９ （尊純）
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追 筆 書 止 法量・紙数 形態 状態 備 考

端書：寛永十七 二 廿
五〈中□殿合点〉

１７．０×５１．８ 切紙 小破

端書：寛永十四 二 晦
〈仙洞五十首御当座〉

３４．９×５１．２ 折紙 小破

３６．３×５０．０ 折紙 小破

３６．６×５３．５ 折紙 良

端書：寛永三六〈中院黄
門合点〉

３５．８×５３．５ 折紙 良

端書：慶長十八六月御月
次

３５．７×５３．５ 竪紙 良

端書：慶長十七六〔×
七〕廿五御月次

３５．９×５３．３ 竪紙 良

２４．７×３８．３ 竪紙 中破

２４．７×４１．０ 竪紙 良

端裏見返書：天正十九八
晦

２９．７×４４．５ 折紙 小破

奥上追書：詠草 ３２．１×４６．０ 竪紙 小破

１７．８×５０．０ 切紙 小破

２８．０×４０．５ 折紙 良

２３．０×２７．８ 竪紙 良

３２．８×４３．４ 竪紙 良

３５．０×４９．２ 竪紙 良 奥書：竹渓院卅三廻勧進之間
詠草 寛永十九三廿五

端裏見返書：元和十、公
宴御会始

３５．８×５３．８ 折紙 良

端裏見返書：仙洞御会始 ３５．９×５３．７ 折紙 良

端書：当月晦日、未明
端裏書：漢和一順

３４．８×４８．２ 竪紙 良

奥追書：慶長十八七、御
月次

３５．７×３９．０ 竪紙 良

３６．６×５１．９ 折紙 小破

３２．６×４５．７ 竪紙 小破

３２．４×４４．６ 竪紙 小破

３６．０×４８．４ 竪紙 小破

３２．３×４４．５ 竪紙 小破

３２．６×４５．２ 竪紙 良

３１．４×２３．６ 竪紙 良
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文書番号 文書名 年代 和暦 差 出 宛 所

２２―４―１５ 青蓮院宮尊純
法親王詠草

１６４００２０９９９寛永１７年２
月

（尊純）

２２―４―１６ 青蓮院宮尊純
法親王詠草

１６３７０２０３５０寛永１４年２
月晦日

（尊純）

２２―４―１７ 青蓮院宮尊純
法親王詠草

９９９９９９９９９９ （尊純）

２２―４―１８ 青蓮院宮尊純
法親王詠草

９９９９９９９９９９ （尊純）

２２―４―１９ 青蓮院宮尊純
法親王詠草

１６２６０６０９９９寛永３年６
月

（尊純）

２２―４―２０ 青蓮院宮尊純
法親王詠草

１６１３０６０９９９慶長１８年６
月

（尊純）

２２―４―２１ 青蓮院宮尊純
法親王詠草

１６１２０６０２５０慶長１７年６
月２５日

（尊純）

２２―５―１ 七夕詠草 １５８５０７００７０天正１３年７
月７日

２２―５―２ 名号冠歌 １５８００７０１００天正８年７
月１０日

２２―５―３ 尊跡詠草 １５９１０８０３５０天正１９年８
月晦日

２２―５―４ 某詠草 ９９９９９９９９９９

２２―５―５ 某詠草 １５９５１２０２５０文禄４年１２
月２５日

２２―５―６ 尭盛等詠草 ９９９９９９９９９９

２２―５―７ 某詠草 ９９９９９９９９９９

２２―５―８ 某詠草 ９９９９９９９９９９

２２―５―９ 竹渓院卅三廻
観進詠草断簡

１６４２０３００２５寛永１９年３
月２５日

２２―５―１０ 公宴御会始詠
草

１６２４９９９９９９元和１０年

２２―５―１１ 仙洞御会始詠
草

９９９９９９９９９９

２２―５―１２ 和漢連句 ９９９９９９９３５０晦日

２２―５―１３ 月次詠草 １６１３０７０９９９慶長１８年７
月

２２―５―１４ 屏風和歌写 ９９９９９９９９９９

２２―６―１―１加茂季鷹字賛
詠草

９９９９９９９９９９ 〔加茂〕季鷹戯書（印）

２２―６―１―２加茂季鷹懐紙９９９９９９９９９９ 〔加茂〕季鷹

２２―６―１―３加茂季鷹画賛９９９９９９９９９９ 七十五対〔加茂〕季鷹
戯画賛（印）

２２―６―１―４加茂季鷹詠草９９９９９９９９９９ 〔加茂〕季鷹

２２―６―１―５加茂季鷹詠草９９９９９９９９９９ 〔加茂〕季鷹

２２―６―２―１大徳寺大綱詠
草

９９９９９９９９９９ 大綱
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追 筆 書 止 法量・紙数 形態 状態 備 考

３５．２×４５．８ 竪紙 良

３５．４×４５．６ 竪紙 良

３２．０×４３．８ 竪紙 良

３１．３×４２．６ 竪紙 良

３０．８×４４．１ 竪紙 良

３１．４×４６．７ 竪紙 良

３１．４×２０．３ 切紙 良

３２．５×４４．３ 竪紙 良

４９．８×３４．５ 竪紙 良

４９．４×３４．５ 竪紙 良

４９．８×３４．５ 竪紙 良

５０．０×３４．５ 竪紙 良

５０．４×３４．３ 竪紙 良

５０．０×３４．５ 竪紙 小破

５０．０×３４．４ 竪紙 小破

３２．５×６０．５ 竪紙 小破

付箋：昌佐 りのや 恐惶謹言 ３０．８×４３．０ 竪紙 小破

２７．７×１８．９ 切紙 良

２４．２×３２．９ 竪紙 良

恐々謹言 ２８．４×４１．４ 竪紙 中破 端裏ウハ書：法輪院 臨門斎
〈玄仲〉

３２．４×３９．９ 竪紙 小破

３１．１×４８．４ 竪紙 良

２４．４×３３．２ 竪紙 中破

押紙：沢庵和尚筆 ３０．３×６５．７ 竪紙 良

２３．７×１６．５ 切紙 良

３１．６×４３．２ 竪紙 良 端裏ウハ書：大徳江月大和尚
状

３０．８×３１．５ 竪紙 良

謹復 ３６．３×３９．０ 竪紙 小破 奥ウハ書：渡辺小中様愚報
皆川文蔵

１：３２．４×２４．９
２：３２．５×２４．９
３：３２．４×２４．８
４：２５．０×１５．５

続紙 ４紙を仮綴
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文書番号 文書名 年代 和暦 差 出 宛 所

２２―６―２―２大徳寺大綱詠
草

９９９９９９９９９９ 大綱

２２―６―２―３大徳寺大綱詠
草

９９９９９９９９９９ 大綱

２２―６―２―４大徳寺大綱詠
草

９９９９９９９９９９ 大綱

２２―６―２―５大徳寺大綱詠
草

９９９９９９９９９９ 大綱

２２―６―２―６大徳寺大綱詠
草

９９９９９９９９９９ 大綱

２２―６―２―７大徳寺大綱詠
草

９９９９９９９９９９ 大綱

２２―６―２―８大徳寺大綱詠
草

９９９９９９９９９９ 大綱

２２―６―２―９大徳寺大綱詠
草

９９９９９９９９９９ 大綱

２２―６―３―１梅庵書 ９９９９９９９９９９ 梅庵

２２―６―３―２梅庵書 ９９９９９９９９９９ 梅庵

２２―６―３―３梅庵書 ９９９９９９９９９９ 梅庵

２２―６―３―４梅庵書 ９９９９９９９９９９ 梅庵

２２―６―３―５梅庵書 ９９９９９９９９９９ 梅庵

２２―６―３―６梅庵書 ９９９９９９９９９９ 梅庵

２２―６―３―７梅庵書 ９９９９９９９９９９ 梅庵

２２―６―４ 某筆画稿 ９９９９９９９９９９

２２―６―５ 佐川昌佐書状９９９９９９９９９９ 〔佐川〕昌佐 森大学殿

２２―６―６ 某詠草 ９９９９９９９９９９ ■■

２２―６―７ かミ園制札写９９９９９９９９９９

２２―６―８ 臨門庵玄仲書
状

９９９９０８０１１０８月１１日 （花押）・臨門庵玄仲 法輪院

２２―６―９ 鳥丸光廣懐紙９９９９９９９９９９ 〔烏丸〕権大納言光廣

２２―６―１０ 某懐紙 ９９９９９９９９９９

２２―６―１１ 某起請文 ９９９９９９９９９９

２２―６―１２ 沢庵宗彭詩并
序

１６４５０５１０７０正保２年閏
５月７日

前住大徳見東海比丘沢
庵叟染毫老齢七十三

２２―６―１３ 香川景樹詠草９９９９９９９９９９ 〔香川〕景樹

２２―６―１４ 江月宗玩書状９９９９０６００１０６月１日 大徳江月大和尚

２２―６―１５ 詠草 ９９９９９９９９９９

２２―６―１６ 皆川文蔵尺牘９９９９０７０１００７月１０日 （花押）・皆川文蔵 渡邊小中様 愚報

２２―６―１７ 蒿蹊詠草類 ９９９９９９９９９９
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追 筆 書 止 法量・紙数 形態 状態 備 考

３２．４×２４．９ 竪紙 良

３２．５×２４．９ 切紙 良

３２．４×２４．８ 切紙 大破

２５．０×１５．５ 切紙 良

端裏書：□□□ 沙門 ２９．２×５７．５ 竪紙 良

１８．３×４７．４ 切紙 良

３１．４×２３．５ 切紙 良

３９．３×３７．８ 切紙 良

２４．９×３１．８ 竪紙 小破

３２．５×４４．５ 竪紙 小破

３２．３×４４．７ 竪紙 小破

３９．３×５１．４ 竪紙 良 日付：庚寅冬

２４．５×３８．２ 竪紙 良

包：３７．７×４３．４
表：３４．２×２５．０
１：３４．５×５０．０
２：３５．１×４８．１
３：３４．０×５０．０
４：３３．３×４７．９
５：３２．８×４５．７
６：３３．８×５０．２
７：３３．３×４８．２
８：３３．９×４７．８
９：３３．７×４７．９
１０：３３．４×４６．７
１１：３３．１×４６．０
１２：３３．６×４７．２
１３：３３．２×４７．３
１４：３３．２×４５．６

竪紙 中破

押紙：足利義満公御書
十楽院領之事、弐通、尊
応親王号也

道義誠恐敬白３４．５×５０．０ 竪紙 小破

恐惶謹言 ３５．１×４８．１ 竪紙 良

道義誠恐敬白３４．０×５０．０ 竪紙 良

恐惶敬白 ３３．３×４７．９ 竪紙 良

道義誠恐敬白３２．８×４５．７ 竪紙 良

道義誠恐敬白３３．８×５０．２ 竪紙 良

道義誠恐敬白３３．３×４８．２ 竪紙 良

道義誠恐敬白３３．９×４７．８ 竪紙 良

道義誠恐敬白３３．７×４７．９ 竪紙 良

道義誠恐敬白３３．４×４６．７ 竪紙 良
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文書番号 文書名 年代 和暦 差 出 宛 所

２２―６―１７―
１

伴蒿蹊詠草 ９９９９９９９９９９ 〔伴〕蒿蹊

２２―６―１７―
２

伴蒿蹊詠草 ９９９９９９９９９９ 〔伴〕蒿蹊

２２―６―１７―
３

伴蒿蹊詠草 ９９９９９９９９９９ 〔伴〕蒿蹊

２２―６―１７―
４

伴蒿蹊詠草 ９９９９９９９９９９ 〔伴〕蒿蹊

２２―６―１８ 蜀山人書 ９９９９９９９９９９ 蜀山人（「南畝」印）

２２―６―１９ 涌蓮懐紙 ９９９９９９９９９９ 涌蓮〈上〉

２２―６―２０ 加藤千蔭詠草９９９９９９９９９９ 〔加藤〕千蔭

２２―６―２１ 林道春懐紙 ９９９９９９９９９９ 〔林〕道春

２２―６―２２ �斎書 ９９９９９９９９９９ �斎書
２２―６―２３ 梨木祐為詠草９９９９９９９９９９ 〔梨木〕祐為

２２―６―２４ 小沢盧庵懐紙９９９９９９９９９９ 〔小沢〕盧庵

２２―６―２５ 吸江斎画賛 ９９９９９９９９９９ 吸江斎

２２―６―２６ 恵心一流教行
証

１６４５１２０３００正保２年１２
月晦日

天台沙門祐見示之

２２―７―１―０鹿苑院殿御書９９９９９９９９９９

２２―７―１―１足利義満書状１３９９０６０２４０応永６年６
月２４日

道義〔足利義満〕 尊松殿

２２―７―１―２某書状 ９９９９９９９９９９

２２―７―１―３足利義満書状９９９９０７００６０７月６日 道義〔足利義満〕 尊松殿

２２―７―１―４某書状 ９９９９９９９９９９

２２―７―１―５足利義満書状９９９９１１０１５０１１月１５日 道義〔足利義満〕 尊松殿

２２―７―１―６足利義満書状９９９９０７０２８０７月２８日 道義〔足利義満〕

２２―７―１―７足利義満書状９９９９０８０２８０８月２８日 道義〔足利義満〕 慶賀殿

２２―７―１―８足利義満書状９９９９０６０１９０６月１９日 道義〔足利義満〕 慶賀殿

２２―７―１―９足利義満書状９９９９０１０２６０正月２６日 道義〔足利義満〕

２２―７―１―
１０

足利義満書状９９９９１２０２６０１２月２６日 道義〔足利義満〕
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追 筆 書 止 法量・紙数 形態 状態 備 考

道義誠恐敬白３３．１×４６．０ 竪紙 良

道義誠恐敬白３３．６×４７．２ 竪紙 良

道義誠恐敬白３３．２×４７．３ 竪紙 良

道義誠恐敬白３３．２×４５．６ 竪紙 良

押紙：寛弘八年 自天慶
五至天禄

１：２９．７×２３．８
２：２９．８×４３．７
３：３０．０×２９．８
４：２９．９×１４．６
５：２９．９×４５．７
６：２９．９×２４．７
７：２９．９×１６．３
８：２９．９×２９．５
９：２９．９×１１．５
１０：２９．９×３４．０
１１：２９．８×４５．４
１２：２９．９×４５．４
１３：２９．９×４０．３
１４：２９．８×８．８
１５：２９．９×３２．２
１６：２９．９×１３．６
１７：３０．０×２７．５
１８：３０．０×１８．３
１９：３０．０×２２．７
２０：２９．９×２３．２
２１：２９．９×１８．０
２２：２９．９×２７．９
２３：３０．０×１３．３
２４：３０．０×３２．８
２５：２９．８×８．２
２６：２９．９×３７．５
２７：３０．０×３．７
２８：２９．９×４２．０
２９：２９．８×３８．８
３０：２９．９×６．９
３１：２９．９×４５．６
３２：３０．０×４０．４
３３：２９．９×１６．７
３４：２９．９×４５．５
３５：３０．０×４５．６
３６：３０．０×４５．６
３７：３０．０×４５．５
３８：２９．８×４５．４
３９：２９．７×２０．０

続紙 良

押紙：行清〈二十九才〉
森大学

１：３０．０×４２．７
２：３０．２×４４．２
３：３０．２×４２．３

続紙 良
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文書番号 文書名 年代 和暦 差 出 宛 所

２２―７―１―
１１

足利義満書状９９９９０７００１０７月１日 道義〔足利義満〕

２２―７―１―
１２

足利義満書状９９９９０６０２９０６月２９日 道義〔足利義満〕

２２―７―１―
１３

足利義満書状９９９９１１０１５０１１月１５日 道義〔足利義満〕

２２―７―１―
１４

足利義満書状９９９９１１０１６０１１月１６日 道義〔足利義満〕

２２―７―２ 石清水八幡宮
臨時祭記録

１６９８０９０１１０元禄１１年９
月１１日

２２―７―３ 玄古神代大祖
稟系之図

９９９９９９９９９９
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追 筆 書 止 法量・紙数 形態 状態 備 考

４：３０．２×４３．０
５：３０．３×４０．４
６：３０．２×４３．１
７：３０．３×４３．４
８：３０．２×４４．２
９：３０．２×４１．５
１０：３０．２×４２．８
１１：３０．３×４４．８
１２：３０．２×４３．８
１３：３０．３×４３．８
１４：３０．４×４５．２
１５：３０．３×４４．５
１６：３０．３×４５．４
１７：３０．４×４５．４
１８：３０．３×４５．３
１９：３０．２×４４．７
２０：３０．３×４５．７
２１：３０．３×４５．６
２２：３０．０×９．８

恐惶謹言 ３６．０×５２．２ 竪紙 良 端裏ウハ書：正覚庵人々御中
脇淡路守〈安元〉

端裏書：知恩院勧進状
〈愚筆、同御書〉公明

敬白 １：３１．６×４３．９
２：３２．０×４４．３
３：３２．０×４３．８
４：３２．０×３５．５
５：３１．７×１８．３

続紙 良

某誠恐謹言 ２６．０×３７．０ 竪紙 良

恐々謹言 ２６．２×３９．４ 竪紙 良

恐々謹言 ２６．１×３７．８ 竪紙 良

１：２６．８×６３．８
２：２６．８×３０．０
３：２６．６×３３．５

続紙 小破

誠恐謹言 ２５．２×１７．１ 切紙 良

付箋：尊道親王御■ 仍下知如件 １：３１．６×３８．６
２：３１．７×３９．８

竪紙 良

付箋：能登国 無動寺修
理料 応永六年六月

恐々謹言 ３０．５×４７．５ 竪紙 小破

端裏書：伯州山守庄代官
請状

仍請文之状如
件

３１．２×４８．４ 竪紙 中破

端裏書：請文案 中堂修
造間本尊可有遷座哉否事
勘例

仍執啓如件 封：３６．４×３０．０
１：３２．２×４９．１
２：３２．２×４８．３

続紙 良
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文書番号 文書名 年代 和暦 差 出 宛 所

２２―８―１ 脇坂淡路守安
元書状

９９９９０８０１８０８月１８日 〔脇坂〕安元（花押） 正覚庵 人々御中

２２―８―２ 知恩院堂舎再
建沙門公明
（カ）敬白文
案

１５１７１２００８０永正１４年１２
月８日

勧進沙門敬白

２２―８―３―１某書状、某勘
返

９９９９０６０２２０６月２２日 ■■、■■

２２―８―３―２尊鎮法親王書
状、某勘返

９９９０１０２２０ 正月２２日 ■■、■■ 附箋：尊鎮法親王御文

２２―８―３―３尊鎮法親王書
状

９９９９０７０２２０７月２２日 ■■

２２―８―３―４某書状 ９９９９９９９９９９ 尊■

２２―８―３―５尊鎮法親王書
状

９９９９０７０２２０７月２２日 ■■

２２―８―４ 出雲国鰐淵寺
規式案

１４０２１０００９０応永９年１０
月９日

別当権大僧都判／権僧
正法印大和尚位判／法
印大和尚位判／法眼和
尚位判／袖判〔尊道親
王〕

２２―８―５ 某書状 １３９９０６０２３０応永６年６
月２３日

■■ 常楽院大僧都御房

２２―８―６ 田原清高請文１３９６０２０９９９応永３年２
月日

〔田原〕前信濃守清高
（花押）

２２―８―７ 慈珍請文案 ９９９９０５０１９０５月１９日 前大僧正慈珍〈奉〉
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追 筆 書 止 法量・紙数 形態 状態 備 考

端裏書：准三宮贈大相国
追修願文案 大永元十二
点

敬白 １：３３．４×４９．７
２：３３．４×４９．８
３：３３．４×５０．５

続紙 中破

端裏書：御教書案 山守
庄事 奉行飯尾加賀入道
付箋：青蓮院宮、伯耆国、
応永■■

仍執達如件 ３１．３×４２．４ 竪紙 小破

端裏書：経豪法印筆歟 仍執達如件 ２９．２×４７．０ 竪紙 良

端裏書：実助世系
付箋：九条殿／宇多源氏
／天台座主実助世系

１：２６．８×３０．３
２：２６．８×４１．７
３：２６．９×４４．０
４：３０．４×４４．０
５：３０．３×４３．２

竪紙 小破

附箋：定法寺御綸帋 依天気言上如
件

封：４５．４×３１．２
３２．５×４６．８

竪紙 良 端裏ウハ書：進上定法寺僧正
御房 右少弁益光

附箋：尊応親王御文 心得候へく候２５．９×３２．５ 竪紙 大破

端裏書：盧山寺系図 ３６．０×５０．２ 竪紙 良 奥書：天和第四稔仲秋念有七
之天盧山寺之霊宝以称名院自
筆之本写畢

端裏書：長州赤間関 恐惶謹言 １：２６．８×４１．０
２：２７．１×４１．１

続紙 小破 奥ウハ書：鳥居小路大蔵卿様
阿弥陀寺〈尊秀〉

弥可尽奉公之
忠労之状如件

１：２９．３×４０．０
２：２９．３×４１．４
３：２９．３×４３．３

続紙 良

仍重勒子細之
状如件

１：２９．３×４２．７
２：２９．３×１９．０
３：２９．３×２１．７

続紙 良

端裏ウハ書：左京大夫殿
尊玄（花押）

１：３０．９×４８．６
２：３０．９×４９．４

続紙 中破

仍執達如件 ２９．８×４８．１ 竪紙 良

端裏書：武州東叡山鐘銘
〈道春作〉

１：３４．８×４３．３
２：３４．８×４４．０

続紙 良

端裏書：後陽成院御忌
諷誦 寛永元八廿六 東
坊城大内記草、予清書

円成敬白 ４３．５×６６．０ 竪紙 良

端裏書：天文十一十一広
橋大納言被書之、
押紙：寄一系図 広橋大
納言筆 天文十一年

３２．３×４７．８ 竪紙 良

端裏書：八幡善法寺得度
記〈寛文三十一廿六〉

１：２７．９×４０．２
２：２７．８×４０．８
３：２７．８×４０．７
４：２７．９×４０．９
５：２７．９×４０．７

続紙 小破
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文書番号 文書名 年代 和暦 差 出 宛 所

２２―８―８ 足利義政追修
願文案

１５２１１２０９９９大永元年２
月日

２２―８―９ 室町幕府奉行
人奉書案

１３９５１２０２９０応永２年１２
月２９日

沙弥（花押） 山名右馬頭殿〔山名氏
冬カ〕

２２―８―１０ 法 印 経 豪
（ヵ）奉書

１４０００９０２３０応永７年９
月２３日

法 印〔経 豪 ヵ〕（花
押）

謹上 安居院法印御房

２２―８―１１ 天台座主実助
世系

９９９９９９９９９９

２２―８―１２ 後花園天皇綸
旨

９９９９１２０１９０（享徳２年）
１２月１９日

左少弁〔烏丸〕益光 進上 定法寺僧正御房

２２―８―１３ 尊応法親王書
状

９９９９０４００９０４月９日 （花押）〔尊応〕 ■■■谷法印御房

２２―８―１４ 廬山寺系図 １６１８０８００７０元和４年８
月７日

２２―８―１５ 尊秀法親王書
状

９９９９１１００２０１１月２日 尊秀（花押）、阿弥陀
寺尊秀

鳥居少路大蔵卿様

２２―８―１６―
１

尊道法親王書
状

１３７２０８００３０応安５年８
月３日

座主阿闍梨（花押）
〔尊道〕親王

２２―８―１６―
２

尊道法親王書
状

１３８６１２０２３０至徳３年１２
月２３日

座主阿闍梨（花押）
〔尊道〕親王

２２―８―１７ 尊玄法親王書
状・左京大夫
某勘返（後欠）

９９９９９９９９９９ 尊玄 左京大夫殿

２２―８―１８ 青蓮院門主義
円御教書

１４０９０３０１１０応永１６年３
月１１日

法眼〔義円〕（花押） 謹上 法輪院大僧都御
房

２２―８―１９ 寛永寺鐘銘并
序案

１６３１１００９９９寛永８年１０
月日

従四位佐倉侍従藤原朝
臣利勝

２２―８―２０ 円成諷誦文 １６２４０８０２６０寛永元年８
月２６日

（円成）

２２―８―２１ 高階系図 １５４２１１０９９９天文１１年１１
月 日

２２―８―２２ 善法寺英清出
家記

１６６３１１０２６０寛文３年１１
月２６日
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追 筆 書 止 法量・紙数 形態 状態 備 考

次書愚按以奉
呈

２９．３×９１．６ 竪紙 良

付箋：天正諷誦文 ■■
■

仍諷誦所修如
件

１：３３．３×５０．８
２：３３．３×５０．８

続紙 良

恐々謹言 ２７．３×４３．７ 折紙 小破

２７．１×３５．６ 竪紙 小破

２６．４×３９．７ 竪紙 中破

２６．３×４２．２ 竪紙 中破

右是存承候也３３．０×４３．９ 折紙 良

２９．２×４１．１ 竪紙 良 奥ウハ書：■■■中 俊■

２６．８×４３．０ 竪紙 大破

端裏書：文明十二 院号
事申入

３９．１×２４．９ 竪紙 小破 奥ウハ書：進上山上御奉行所
北坂坊頼尊

端裏書：天文十二二大宮
ノ官下知之

３５．１×２４．４ 竪紙 中破 端裏ウハ書：一官掌殿 左少
史通昭
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文書番号 文書名 年代 和暦 差 出 宛 所

２２―８―２３ 姉小路相公恙
状并進剤略録

９９９９９９９９９９ 杉山信良蔵頓首

２２―８―２４ 某諷誦文 １５９２０１０２２０天正２０年正
月２２日

信心施主敬白

２２―８―２５ 玉井宣頼書状９９９９１０１２３０閏１０月２３日 玉井壱岐守宣頼（花
押）

三好筑前守殿 参御報

２２―８―２６ 某消息 ９９９９９９９９９９

２２―８―２７―
１

某消息 ９９９９９９９９９９

２２―８―２７―
２

某消息 ９９９９９９９９９９

２２―８―２８ 兼敦書状 ９９９９０１０２３０正月２３日 兼敦 桜井殿

２２―８―２９ 平等房領山城
国大原西庄関
係 文 書（後
欠）

９９９９９９９９９９ 俊■

２２―８―３０ 某状断簡 ９９９９９９９９９９

２２―８―３１―
１

頼尊書状封紙１４８０９９９９９９文明十二年 北坂坊頼尊 山上御奉行所

２２―８―３１―
２

大宮通昭書状
封紙

１５４１０２００２０天文１０年２
月２日

左少史〔大宮〕通昭 一官掌殿
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